
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
教育理念 

「ふるさとを愛し 歴史の上に未来を拓き 

夢に羽ばたく子どもを育てます」 

 

 

 
学校教育目標 

 

ふるさとを愛し 夢に向かって高め合える子を育む 

・すすんで学ぼう ・心をみがこう ・体をきたえよう 

令和４年４月開校 



自ら学んで互いに高め合える子 心豊かで助け合える子 
 

体をきたえやりぬく子 

 

  

南河内小中学校は、１年生から９年生までが１つの校舎で９年間を過ごします。児童生徒の発達の段階を

踏まえ、育ちと学びを最大限に伸ばす教育活動を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１年 ２年 ３年 ４年 

←学びの基礎をつくる→ 

５年 ６年 ７年 

←学びを広げる→ 

８年 ９年 

←学びを深める→ 

 ○進んでなかよく勉強する子  

１ 学習のきまりを身に付ける。 

２ 学習習慣を身に付ける。 

 ○友達にやさしくできる子  

１ 生活のきまりを身に付ける。 

２ 友だちとなかよくする。 

 ○元気に楽しく運動する子 

１ 外で元気に遊んだり運動したりす

る。 

２  健康で安全な生活をする。 

 ○自ら考え学び合える子  

１ 自ら考え、ともに学び合う。 

２ 自主学習の習慣を身に付ける。 

 ○心やさしく助け合う子  

１ 自他の良さに気付き、認め合う。 

２ みんなのために協力する。 

 ○健康で元気な子  

１ ねばり強く体力づくりをする。

２ 自他の健康や安全を考え生活す 

る。 

 ○自ら学んで互いに高め合える子  

１ 学んだ力を発揮し、学びを深める。 

２ 主体的に課題を解決する。 

 ○心豊かで助け合える子  

１ 自己実現に向かって努力する。 

２ よりよい人間関係を築く。 

 ○体をきたえやりぬく子  

１ 心身の健康を保持増進しようとす 

る。 

２ 自分の生き方を真剣に考え、生活を 

向上させる。 

 

 

  
教職員全員で子どもたちの成長を見守り、子どもたち一人一人の学びと育ちをつなぎます。 

また、９年間を見通した特色ある教育活動を展開していきます。  

学びのステージ 

 

 

２．学びと育ちをつなぐ教育活動 

１． ９年間で目指す児童生徒像 



蔵書 

情報機器 

 

コミュニケーション能力を育てる教育活動 
 

 

･･各教科で重視する言語活動を定め、コミュニケーション能力の育成を目指します。 

 

 

･･ 異年齢集団での活動を通して、積極的にコミュニケーションを取ったり、リーダーシップを  

発揮したりできる力を育みます。 

 

･･発達段階に応じて、原稿を見ずに自分の意見や考えをみんなの前で発表する活動を行 

います。 

 

 

 
 

英語教育の充実 
 

９年間系統した指導計画のもと、指導と評価を一体化した英語指導を推進し、  

英語でコミュニケーションを図ることができる児童生徒を育てます。 
 

 
取 

組 

内 

容 

１年生からの英語活動 １年生から英語活動を実施し、興味関心を高める授業を展開。 

系統的な指導計画 全学年を通して学習到達目標を設定し、系統的な指導を実施。 

ALT の配置、乗り入れ授業等 ALT２名配置。ALT や教員等の交流や乗り入れ授業等を実施。 

しもつけ未来学習 

（英語科の時間で実施） 

ふるさと学習との関連を図りながら、英語で自分の考えや思いを発信する

力を育成。 

７年生の校外学習 ７年生は校外学習として英語を使った体験学習に参加。 

 
 

 

ふるさと学習の充実 

  

３年生～９年生の総合的な学習の時間では、学年の区切りを生かしたステージ「知る→広げる→深める」の  

もと、体験的な学習を通して、一人一人が地域や社会との関わりを実感しながら、探究的な学びを進めます。 
 

 

 
 

メディアセンターの活用 

 

読書センター、学習センター、情報センターの機能を備えたメディアセンターでは、豊かな心を育む読書 

活動や、目的に応じた多様な調べ学習、探究学習が可能です。２F 図書館と３F 情報センターが一体となり、 

学年間の交流の拠点としての役割も果たすことができます。 

 

・・約 12,000 冊の蔵書があり、自分の読みたい本などを自由に閲覧することができます。 

・・ パソコン、タブレット、大型提示装置等を配備し、多様な学びを実現します。

 
 

学校課題 主体的に表現し、伝え合う児童生徒の育成 

ノー原稿発表 

言語活動の充実 

異年齢交流 



９年間、同じ校舎で過ごす環境を生かして、さまざまな異年齢交流や学校行事を実施し、 

温かな人間関係を育みます。 
 

 

異年齢編成による活動 
 

 

 

 

特別活動を中心とした 

各種活動      

 
 
時 期 

○参加学年  ◎リーダー学年 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年 ９年 

全校集会 通 年 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ 

委員会活動 通 年     ○ ○ ○ ○ ◎ 

クラブ活動 通 年    ○ ○ ◎    

共遊の時間 通 年 ○ ○ ○ ○ ○ ◎    

清掃活動 通 年 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ 

児童生徒総会  年１回     ○ ○ ○ ○ ◎ 

部活動壮行会 ６～７ 月       ○ ◎ ○ 

体育祭 ５月 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ 

文化祭(夕顔祭) 
 

１０月       ○ ○ ◎ 

学習発表会 １２月 ○ ○ ○ ○ ○ ◎    

卒業を祝う会 ２月     ○ ○ ○ ◎ ○ 

１年生を迎える会 ４月 ○ ○    ◎    
 

 
  

 

指導体制 

 
９年間の子どもたちの成長を、地域や保護者の方々とともに、全教職員で温かく見守ります。 
 

 
 

 
 

 
 

 
※パワーアップ・アクションプラン・・家庭や地域の方と学校教育の目指す方向性を共有していくためのプランです。 

・前期課程、後期課程の教職員が同じ職員室で過ごすことで、日々の情報交換を密におこなうことが 
できます。一人一人の子どもの成長をきめ細やかに見守り、段差のない指導や支援に努めます。 

＜安心感のある学校生活＞ 

・前期課程から一部教科担任制を段階的に取り入れることで、後期課程の教科担任制へゆるやかに     
つなぎます。また、教職員の交流や乗り入れ授業を行うことで、全校体制で学びの充実に努めます。 

＜学びの充実＞ 

・リーダー学年を中心とした様々な教育活動を通して、子どもたちの自主性を育みます。ま た 、  

ノ ー チ ャ イ ム で 学 校 生 活 を 送 る こ と で 、 自 分 で 判 断 し 行 動 で き る 子 を 育 み ます。  

＜自主性を育む教育活動＞ 

・地域の方々とのつながりを大切にした体験学習や地域貢献活動などを充実させるとともに、パワーア 

ップ・アクションプランをもとに、地域や保護者の方々と目指す子どもの姿を共有しながら教育活動 

を進めます。 ＜地域とともにある学校＞ 

４．小中をつなぐ体制づくり 

３. 温かい人間関係を育む異年齢交流 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指す子ども像に向かって、みんなでアクションを起こしましょう。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※学校教育の目指す方向性を家庭や地域の方々と共有するとともに、子ども、家庭、地域それぞれの 

立場でできることを具体的に示しています。子どもの望ましい成長を期待するあたたかい家族、次世

代を担う人づくりを目指す地域の支援を力にして、地域とともにある学校づくりをすすめます。 

９年間で目指す子ども像 

５. パワーアップ・アクションプラン 



  

 

 

 
 

 

 

 
 

 

下野市学校適正配置基本計画に示された南河内中学校区における小中一貫教育を推進 

するため、３つの方針を決定する。 

２０１６（平成２８）年度 １ 南河内中学校区に義務教育学校を導入する 

２ 義務教育学校は施設一体型とする 

３ 施設は現南河内中学校の敷地内に設置する 

・義務教育学校基本構想を策定する。 

２０１7（平成２9）年度 ・学校教育理念を「ふるさとを愛し 歴史の上に未来を拓き 夢に羽ばたく子ど 

もを育てます」とし、異年齢交流活動、ふるさと学習、英語教育、ＩＣＴ・プ 

ログラミング教育の４つを柱として、学校づくりを進める方向性を示す。 

２０１8（平成 30）年度  

・「義務教育学校整備基本計画」を策定し、総合的な施設等の設備方針を定め 
る。 

・南河内中学校と新設の校舎をつなぐ一体型校舎の基本設計完了。 

・市の小中一貫教育ハンドブック（試行版）を発行し、市全体での小中一貫教育 

を進める。 

 

・新校舎実施設計完了。 

・南河内中学校区義務教育学校設立準備組織を設置し、南河内中学校区小中一貫教育 

推進協議会、 南河内中学校区義務教育学校区設立準備委員会及び各種作業部会を 

２０１9（平成 31・令和元）  組織する。 
年度 

・地域アンケート等の結果をもとに校名を「下野市立南河内小中学校」とすることに 

決定する。 

・小中一貫の日を中心に、教職員による作業部会開始。市全体での小中一貫教育を本 

格実施。 

２０2０（令和２）年度  

・新校舎建設着工。 
・各種作業部会（総務部会、スクールバス運行管理部会、学校経営部会、事務部 

会、コミュニケーション能力向上部会、児童・生徒指導部会、健康・安全・地 

域連携部会等）を進める。 

・在校生のアンケート結果をもとに校章を制定。南河内中学校の歌詞を一部改編 

することで、校歌を制定。 

 
・「義務教育学校整備基本計画」の実現に向けて、特色ある教育活動を含めた教

育課程の整備、スクールバス運行に関する検討、学校施設増築整備等を進め 

2021（令和３）年度    る。 
 

・新校舎建設完了。 
・薬師寺小学校、吉田東小学校、吉田西小学校、南河内中学校を閉校する。 

下野市立南河内小中学校開校 

６．開校までのあゆみ 


